
 

 

 

 

メイリオ 

 

 

「思いやり」「ありがとう１００回」「五つの誓い」 
校 長  青 山 天 生   

 

30 日間の夏季休業を終え，8 月 21 日（月）から 2 学期が始まりました。保護者，地域，そして関係機関の皆

様には，これまで同様，温かいご支援をいただきますようお願い申し上げます。 

本号では，1学期終業式と 2学期始業式において，私が子どもたちにお話した内容の一部を紹介します。 

１学期終業式（R5.7.21） 

◯「近文っ子」のみなさんが特にいいな～と思うことがあります。それは，「思いやり」です。 

◇授業中，タブレットの使い方がわからずに困っている人がいたら，親切に教える人がいます。 

◇縁の下の力持ちのように，給食やお楽しみ会の準備をさりげなく手伝い，みんなを支えている人がいます。 

◇けがをしたお友達が保健室にいたとき，心配して廊下で待っている人がいます。 

◇朝，急に雨が降り出したとき，雨に濡れそうな１年生をさっと自分の傘に招き入れた６年生がいます。 

◇不安でいっぱいな転校生に対して，先生の言葉を簡単な言葉に言い換えて伝える人，廊下で積極的に話し

かけている人がいます。 

◯さて，明日からは３０日間の夏休みです。いつもより，一緒に過ごす時間が増える家族に，「ありがとう」をた

くさん伝えてみませんか。世の中には，「ありがとう１００回」を心がけている人もいます。そうして迎えた近

文小の２学期には，学芸会など，わくわくする活動，他者と関わる活動がたくさんありますので，この「あり

がとう１００回」や，はじめにお話した「思いやり」の輪を更に広げて，一人一人にとって心が落ち着く，楽

しい学校にしていきましょう。 

 

2学期始業式（R5.8.21） 

◯２学期のスタートである今日は，「仲間との関わり」について，とても参考になる「五つの誓い」という言葉を

紹介します。有名な言葉なので聞いたことがある人もいるでしょう。紹介する言葉は，腰塚勇人（こしづか は

やと）さんという，元中学校の体育の先生の言葉です。腰塚先生は，ある日突然，スキーの転倒事故で首の骨

を折るという大けがをして入院します。お医者さんからは「これまでのように，お仕事はもちろん，自分の力

で日常生活を送ることは難しいです」と厳しい宣告を受けます。先生は，絶望のあまり，「このまま生きていて

も仕方がない」と思うほど精神的に追いつめられたそうです。しかし，お医者さんや看護師さんをはじめ，家

族や同じ職場の先生方，そしてクラスの生徒達が病室で励まし続けてくれたおかげで，希望の光を見出し，奇

跡的な回復を見せていきます。障がいは残りましたが，中学校の先生として復帰を果たします。そして，退職

された現在は，全国を飛び回って，「苦しさのどん底を経験したが，周りの人のおかげで今の自分がいる」とい

う熱い思いを伝える活動をしています。 

◯実は，私も６年ほど前に講演会で直接，お話をお聞きし，深く感動した記憶があります。それでは，壮絶な体

験をされた腰塚先生が，残りの人生の生き様として，心に決めた「五つの誓い」という言葉を紹介します。2

学期，まわりの人と関わり合う中で，少しでも参考にしてくれたらうれしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

★『五つの誓い』 

一つ「口は，人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう」 

二つ「目は，人のよいところを見るために使おう」  

三つ「耳は，人の言葉を最後まで聴くために使おう」  

四つ「手や足は，人を助けるために使おう」 

五つ「心は，人の痛みがわかるために使おう」 



情報機器の使用について

３　使用目的について　７月に行った「情報機器の使用に関するアンケー

ト」へのご協力，ありがとうございました。アンケー

トの結果は次の通りです。

１　学校外での情報機器の使用について

　学年が上がるにつれて，個人でスマホやタブレット，

ゲーム機などを所有している割合が増えています。

　子どもに機器を持たせる際には，使い方や管理する力が

身に付いているのか，どのように高めていくのかという視

点をもつことが大切です。

２　情報機器の使用時間について

　高学年は，半数近くがメールやラインなどでやり取りを

していることが分かりました。また，動画や音楽鑑賞のた

めに利用している子どもが多いです。対して，低学年はゲー

ムが主な利用目的となっています。

　情報発信ツールとしての利用は，今のところ少ないよう

です。

　グラフは載せていませんが，4年生以上になると7割近く

の子どもが学習にも活用していることが分かりました。今

後，学習への活用はさらに増えていくのではないでしょう

か。

　平均すると，8割以上の子どもがほぼ毎日情報機器を使っ

ています。使用時間は，学年が上がるほど長くなり，平日

でも3時間を超える子どもが一定数います。趣味や息抜きと

しての利用を超えるような長時間の使用は，子どもたちの

健康に害を及ぼすことがいろいろなところで指摘されてい

ます。子どもと十分な話し合いの下，適切な使用が望まれ

ます。
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４　家庭におけるルールについて

　今年度も，本校においてラインなどのトラブルが数件発

生しています。SNSを使うと，情報がすぐに拡散されるた

め，大きなトラブルに発展しやすくなります。しかし，こ

れらのトラブルを学校だけで発見，把握するのは困難で

す。ちょっとした誤解からトラブルに発展したり，冗談の

つもりで書き込んだことが，取り返しのつかないものに

なったりすることもあります。小学生の内は，保護者が子

どもたちのやり取りを把握し，お子さんが被害者にも加害

者にもならないために，正しい使い方が身に付くようご指

導ください。

　アンケートの中で，「時間を決めても守らない」「遅い

時間までやっている」などの回答もありました。フィルタ

リング（IPADではスクリーンタイム）の機能で，時間がき

たら強制的に使えなくすることもできます。お子さんと時

間を決めたら，そのような機能を活用するのも一つの方法

です。

　保護者の知らない情報を子どもたちはネットを通してど

んどん手に入れていきます。だからこそ，情報の真偽はど

うなのかを見極めたり，情報に振り回されることなく必要

なものを活用したりしていく力を付けることができるよう

サポートすることが周りの大人に求められています。学校

と家庭で協力して子どもたちのよりよい成長を見守ってい

きましょう。

　使用時間や使用場所については7割，使用アプリについて

は8割，課金については9割とトラブルや犯罪に巻き込まれ

そうなことに対して，より高い意識をもって子どもたちに

使わせている保護者が多いことがうかがえます。実際，本

校でもSNSに動画を投稿しトラブルになった事案も過去に

ありました。特に年齢制限や対象年齢のあるアプリ

（TikTokやフォートナイトなど）の利用にあたっては，十

分な配慮が必要です。
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お知らせ・お願い 
〇 生理用品の配備について 

旭川市では，新聞等で報道されているよ

うに，急に生理用品が必要になったときや

手持ちのものが不足したときなどに気兼ね

なく使用し，安心して学校生活を送ること

ができるように，小中学校のトイレに生理

用品を置くことになりました。近文小で

は，２学期から４年生以上の女子トイレな

どに生理用品を置いています。今後すべて

のトイレに配備する予定です。 

ご家庭では，自分に必要な物は自分で持

ち歩くことや，身体のことや使い方などで

困ったときには教員に相談することの大切

さについて，お子様にお話しいただくよう

お願いします。 

なお，今回配備した生理用品は，旭川市

の取組に賛同していただいたツルハ様から

の寄附によるものです。 
 

〇 「お休み連絡」の利用を 

 マチコミメールの「お休み連絡」が使え

るようになりました。9／1(金)から運用を

開始しますので，欠席や遅刻などの連絡の

際は，マチコミメールをご利用ください。 
 

〇 ９･10月の帰宅時刻は午後５時 

 ９月から帰宅時刻が午後５時になりま

す。ご家庭でも暗くなる前に帰宅するよう

ご指導をお願いします。 
 

〇 「学期に１回運動」お願いします 

 ９／４（月）から始まります。本日一覧

表を配付しました。今学期もご家庭の皆様

のご協力をお願いします。 
 

〇 地域参観日･あい運動に感謝する会 

 下記の日程で開催します。多くの皆様の

ご来校をお待ちしています。 

・期日 ９月 13 日（水） 

・日程 10:10～参観授業 

    11:10～あい運動に感謝する会 

    11:45～交流給食(地域の方) 

 

近文小緊急連絡先 
■平日の場合（8:00～16:30） 

 ☎ ５１－１４９５ 

■夜間・休日の場合 

renraku@chikabumi.els.asahikawa-hkd.ed.jp 

近文小ホームページ 

 近文小学校では，地域・保護者の皆様

に対する情報発信に努めています。学校

だより，下校時刻表などを 

随時更新していますので， 

ホームページをご覧くださ 

い。 

http://www.asahikawa-hkd.ed.jp/chikabumi-els/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の行事予定 

1 S日課
金 5・6年ALT授業
○ PTA厚生部ガラス拭き
2
土

3
日

4 3・5年マラソン記録会
月 学期に1回運動開始
○
5 全校音楽①
火 2・4年マラソン記録会
○
6 S日課
水 1・6年マラソン記録会
○
7 クラブ活動⑦
木 4・5・6年マラソン記録会予備日

○ 3・4年外国語サポーター授業

8 S日課
金 1・2・3年マラソン記録会予備日

○
9 近文保育所運動会準備
土 （近文小グラウンド）

10 近文保育所運動会
日 （近文小グラウンド・体育館）

11 1年視力検査
月 スクールカウンセラー来校

○ 地域協議会・公開授業
12 2年視力検査
火
○
13 S日課
水 地域公開参観日
○ あい運動に感謝する会
14 クラブ活動⑧
木 3年視力検査
○
15 S日課
金 4年視力検査
○

16 わかば保育園運動会
土 （近文小体育館）

17
日

18 敬老の日
月

19 5年視力検査
火 4年博物館見学
○
20 S日課
水 6年視力検査
○
21 委員会活動前期⑥最終
木
○
22 S日課
金
○
23 秋分の日
土

24
日

25
月
○
26 スクールカウンセラー来校
火
○
27 S日課
水
○
28 クラブ活動⑨
木 3・4年外国語サポーター授業

○ 諸費振替日⑤
29 S日課
金 前期通知表配付
○ 学芸会関係文書配付
30
土
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